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●人工木板の素材はリサイクル樹脂と木粉を混合した人工木です。紫外線や温度・湿度変化等の自然条件により、色差・伸縮・反り・たわみが発生する場合があります。
●製品にはリサイクル樹脂が含まれている為、帯電する場合があります。
●同じ商品の中でも、色や寸法に多少バラツキがあります。また、ご使用上で支障をきたさない範囲で変形する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
●温度や湿度変化・紫外線曝露、又は使用上の摩擦等により、面材表面にチョーキング現象（色粉顔料離脱）や白点が発生する場合がありますので洗濯物を掛けたり、もたれ
　掛かかるなどはしないでください。※衣類や洗濯物に付着した色粉は、付着等は洗濯でとれますが、繊維の網目間に入ると取れない場合があります。
●人工木板を運搬・保管する場合は、支持点（水平）を３点以上にし、平らな屋内で保管をしてください。

商品特性についてのご注意

お問い合わせはWEB で ▶ https://niwacan.jp/
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この度はお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、本取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。
また、必要なときに参照できるよう、大切に保管してください。

雨染みについて
商品の特性上、使用環境によって施工後の初期に
雨染みができる場合がありますが、商品の性能に
問題はありません。
１か月程度様子を見て、シミが残っていた場合、
下記メンテナンス方法をお試しください。

人工木板のメンテナンス方法（参考）

①バケツに水をため、中性洗剤を少量加えて薄めの洗浄水を作る
②フェンスの洗浄したい部分を、まんべんなくたっぷりと水で濡らす
③ブラシに洗浄水をつけ、汚れをこすり落とすように洗う
ホコリ汚れによる黒ずみが取れ、雨染みのように見えていた垂れ跡も目立たなくなりました。

●製品の下に「白色」や「薄い色」の床・土間コンクリートがある場合、必ず養生シートなどで覆ってから作業を行ってください。メンテナンス
　で削れた微細な「人工木粉」や「汚れ」が、流水や雨などの水分と共に床仕上や床材の凹凸に入り込み、汚れが付着することがあります。
●凹凸に入り込んだ微細な人口木粉や汚れは洗い流しても取り除く事が難しい為、メンテナンスの際には注意しながら作業を行ってください。

メンテナンスを
する際のご注意

①黒い着色汚れなど頑固な汚れには#40位のサンドペーパーを使用し、フェンス表面の木目（板目）に沿
って、やさしく擦る（擦った後は表面がやや白くなります）
汚れを擦り落とすことで表面がきれいになり、目立たなくなりました。
同様の方法で、タバコの焦げ跡も目立たなくすることが可能です。

落ちにくい汚れ

サンドペーパーで汚れを除去

Case 2

通常メンテナンス

ブラシと水で汚れを除去

【必要な物】
・ハンディーブラシ　・水
・中性洗剤（あれば効果的）

Case 1 Before After

Before After

【必要な物】
・＃40位のサンドペーパー
・ハケ（あれば）


